
1. はじめに

メイク落としは、洗顔料では落とせないUVケ
ア品やメイクなどを落とす際に用いられる。その
歴史は比較的浅く、洗い流して落とすタイプが発
売されてまだ40年ほどである。その間に、メイク
落としと洗顔を別々に行うダブル洗顔は化粧をす
る女性の洗顔習慣として定着し、市場は拡大して
きた。このような市場成長の背景には、メイクア
ップ化粧品の技術やトレンドの変化、また、女性
の社会進出や生活環境の変化、近年では性別によ
らずメイクをする習慣が定着してきたことなどが
挙げられる。

2000年以降、メイク落としのタイプ別市場構
成率において大きな変化を誘因したのは、メイク
トレンドの変化であった。それまでのファンデー
ションと口紅中心のナチュラルメイクが、マスカ
ラを中心とした目元重視のメイクへと変化し、落
とすべき汚れの対象に、固体脂と皮膜形成剤を含
有するウォータープルーフマスカラ（油性マスカ
ラ）や、アイライナーが加わった。このようなメ
イクの変化により、メイク落とし市場では油剤を
直接メイクとなじませて落とすオイルタイプの使
用率が急激に伸びたのである。また近年では、肌
への意識が向上し、メイクを落とす際に肌を擦ら
ず優しく落としたいという消費者が増加している。

そのため、厚みを持った剤型で肌を直接触ること
なく、マッサージしながら心地よくメイクを落と
すことができるジェルやバームタイプ、さらには

つけるだけで擦らなくてもメイクを落とすことが
できるメイク落としの洗浄技術の開発などが進ん
できた。　　
本稿では、2000年以降主流となったオイルタイ
プのメイク落としの耐水性技術とバームタイプの
特徴、マッサージしなくてもつけるだけでメイク
を落とすことができるメイク自発洗浄技術につい
て紹介する。

2.  オイルメイク落とし製剤の進化

2. 1.  メイク落としに存在する生活の中での 

不充足
オイルタイプのメイク落としは、主に油剤と非
イオン界面活性剤から構成される。その洗浄機構
は、洗浄基剤である油剤がメイクを溶かし、その
後のすすぎ時にメイクと混ざった油剤を界面活性
剤が水中に乳化して洗い流す（図1）。疎水性粉体
と油などの混合物であるメイクと相溶性の高い油
剤を直接なじませて落とすことのできるオイルメ
イク落としは、定められた使用方法であれば落と
しにくいメイクもしっかり落とすことができる。
しかし、濡れた手で使用すると、洗浄基剤である
油剤が乳化されて水の中に閉じ込められてしま
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い、洗浄力が大幅に低下する。そのため、メイクを
お風呂場で落とす場合も、手を濡らさない気遣い
や工夫が必要であった。この課題に対し、濡れた
手を気にすることなく使用できる耐水性オイルメ
イク落としが提案されてきた。

2. 2.  濡れた手でも使える耐水性オイルメイク落
としの開発

濡れた手でも洗浄力を維持するためには、手に
ついた水が処方中に混入しても乳化して油剤を閉
じ込めることなく、系中に水を可溶化することが
重要である。この現象は、界面活性剤の種類や組
み合わせを変えて、界面活性剤/水/油剤からなる
状態図を比較することで理解できる 1）。

メイク落としに用いられる非イオン界面活性剤
であるモノラウリン酸PEG-12（HLB 14）を用い
たときは、広い範囲で二相分離(O/W)をとる（図
2）。油剤80％・界面活性剤20％の★印の点を処
方として、水が混入する方向を矢印で示すと、こ
の処方は水の混入によりただちにO/W乳化して
しまうということを示している。ここで、界面活
性剤のHLBを制御するために、モノラウリン酸

PEG-12（HLB 14）にオレイン酸モノグリセリド
（HLB 5）を組み合わせると、可溶化領域は大きく
広がり（図3）、処方中に100％の水分が混入（び
しゃびしゃに濡れた手での使用を想定）しても乳
化せずに高いメイク洗浄力を維持できることがわ
かった。一方、同じHLBでもモノオレイン酸
PEG-3（HLB 5）では可溶化領域が狭いことがわ
かっている。このことから、HLBだけではなく親
水基の構造が重要だと考えられる。すなわち、油

■図1 オイルメイク落としによる洗浄機構

■図2  界面活性剤（モノラウリン酸PEG12）/油/水の
状態図
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